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本  日  の  卓   話 
９ 月 ２１ 日 （水） 

「インドネシア・台湾訪問の報告」 
     笠原隆之助国際奉仕委員長 

 

例 会 記 録 
第２２５２ 回例会  ９月 １４日（水）晴       
●ロータリーソング「 奉仕の理想」斉唱  
 
※8月ホームクラブ皆出席 
 秋山、笠原、久保、長澤、中西、野田、坂井、朱 
 辰巳、吉田 
 

会 長 の 時 間     簡 仁一元会長 

 久しぶりに鐘をたたきました、本日は８名の会員

がインドネシアの国際奉仕と姉妹クラブ・台北西北

ＲＣの創立４５周年記念例会に出席のため、少人数

での例会になりました。 ゆっくりお食事をしてい

ただき、今回の衆議院選のお話しなどして頂きたい

と思います。 先日、ロータリ財団国際親善奨学生

の第１回のオリエンテーションが開催されました。

 茨木クラブからは本年度の北山夕華君に続き、次

年度も田代浩一君が合格されています。田代君の顧

問ロータリアンをお引き受け頂いた大森会員にガバ

ナーより委嘱状が届いておりますので、ここでお渡

し致します。 
 卓話の時間も私の担当ですので、会長の時間はこ

れくらいで終わらせて頂きます。 

 

出 席 報 告 
第２２５２ 回例会 前々回（第２２５０ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３２ (８) 10 14 41.67 ％ 1 95.83 ％ 

 

 
 

幹 事 報 告       中西 勝前幹事 

１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）地区大会信任状提出、表彰対象者名簿提出の

依頼   
２、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
 １）茨木３ＲＣ会長幹事会議事録  
 ２）会議所表彰式の案内 10／4(火) 於：会議所 
３）市・国際親善都市英語スピーチ大会開催にか

かる協力依頼  
11／３(祝)   於：福祉文化会館５Ｆ   

３、 その他 
  野田会員より本社移転の案内  
新住所：茨木市豊原町３－３ 
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卓  話 

「最新ベトナム事情」      簡 仁一会員 
 
（ベトナムの概要） 

 ベトナムはインドシナ半島の東に位置する海沿い

の細長い国土を持ち、面積は約３３万㎞、人口は約

８,２００万人の社会主義国で、国民の９０％がキン

族、また８０％が仏教徒です。 

 そして、成人識字率が９３％もあり教育熱心な国

民性で、日本人に非常に近いメンタリティを持って

います。（同一性を好み、他人との調和を大事にす

る、過去にあまりこだわらない等） 

 歴史的には千年を越える中国支配の後、フランス

の植民地（約６０年間）、１９４５年にベトナム民

主共和国を成立しましたが、東西の冷戦に巻き込ま

れベトナム戦争に突入していきました。１９７５年

にベトナム戦争が終結し、今年はちょうど戦後３０

年になります。 

 

（本論） 

 ここ一年ぐらい前から急に日本のマスコミがベト

ナムに関する記事やＴＶ番組を取り上げるようにな

ったように思います。 

 特に製造業では中国一辺倒から反日デモや元の切

り上げ等のチャイナ・リスクの懸念から、生産拠点

を中国以外の国へシフトする動きが活発になって来

ています。シフト先にはタイ・インド・インドネシ

ア・東欧などが挙げられている中、有力な候補とし

てベトナムが注目を浴びています。 

 その理由としては、以下の事柄が挙げられます。 

１．ベトナムはＡＳＥＡＮ、ＡＦＴＡの加盟国であ

り東南アジア諸国との経済的関係が深く、また中国

とも地理的に接していることから、日本企業は東南

アジア・中国地域を含めた投資リスク分散として注

目している。 

２．中国経済圏とベトナムとの経済交流が近年活発

になってきている。特に、ベトナムのハノイ、ハイ

ファンを中心とした北部ベトナム地域と中国の華南

経済圏は貿易や直接投資を含め交流が進み、新しい

経済圏を作りつつある。 

３．ＡＦＴＡ（ＡＳＥＡＮ自由貿易地域）の一国と

して工程分業、製品分業、部品分業といった国際分

業の拠点の１つになってきている。 

４．ホーチミンを中心とした南部地域では、電機・

機械、繊維、雑貨、サービスなど、ハノイを中心と

した北部地域では二輪車・自動車、電機などの産業

が成長しており、これらの裾野産業としての部品産

業も外資系企業の進出等もあり、徐々に発展してき

ており、産業の集積が進んでいる。 

５．ベトナムは東南アジア諸国において、インドネ

シアに次ぐ人口規模を持ち、外資系企業においてベ

トナム人従業員の優秀性、豊富さ、コストについて

評価されている。 

６．約８０００万人の人口規模は、今後、新しい市

場としての可能性がある。 

 

（トピックス） 

１．インドシナ半島を横断する国際道路「東西回廊」

の整備 

 ベトナム中部からラオス、タイを通り、ミャンマ

ーまで至る国際道路がミャンマー部分を除き９割以

上完成。 

２．ベトナムを第二拠点に－電子部品大手、中国集

中を転換 

 日本電産は年内にホーチミンで二工場を着工、来

年六月には稼働予定、三協精機製作所などのグルー

プ企業を含め、２０１０年までに総額十億ドル（約

千百億円）をベトナムに投資。 

 

（おまけ） 

 航空会社に勤めていた関係で沢山の国々に仕事や

旅行で行きました、海外での生活も英国で１年間、

台湾で３年間過ごしました、そんな中で日本や日本

人について客観的に見る機会や外国の人たちの日本

に対する考え方に触れる機会が多くあったと思いま

す。 

 ２００２年１月に初めてホーチミンを訪れてから、

わずか半年で工場を造る決断をしたのは、上記のよ

うな公式見解は後から付けたような物で、半年間、

ベトナムの日系企業の駐在員や多くのベトナム人の

方にお会いして行く中、経済的な合理性だけではな

く、同じ価値観を分かち合える人たちと一緒に仕事

を楽しくしたかったのが、ベトナムを選んだ本当の

理由かも知れません 
 
 
 
 
 



ニ コ ニ コ 箱 

※ホームクラブ皆出席   中西、野田、朱、吉田 
※息子が脳外科専門医試験に合格 10月1日より親
子でかわらざき病院を運営していきます 河原崎 
※早退のお詫び              黒田 
※娘の誕生日祝いで            山道 
 
本日計２１，０００円  累計６１３，２４６円 

 

次 回 卓 話 

「５分間スピーチ」 

     長澤、久保、野田、吉田各会員 

 
 
 

 

ミニ情報 

ロータリー奉仕理念の流れ 
      1992年 5月 9日 ＲＩ第 2660地区 

ガバナーノミニー 山 中 文 和  
2．原理探求の時代 
 『奉仕の理想』の誕生 
 ①ポール・ハリスの「人のため、世のため」とい

う心尽くしは、“他人に対する思いやり”の気

持ちである。 
  この考えをシカゴ・クラブだけでなく、かつて

５カ年の放浪生活で巡った街や、そこで得た友

人に伝えたい一念はますます募るばかり。 
  1908年1月には、自ら望んで会長に留任する。 
  この時に新しくフレデリック・シェルドンとチ

ェスリー・ベリーが入会した。 
 ②シェルドンはミシガン大学出身の経営理論を

身につけたビジネスマン・スクールの経営者で

あったし、チェスはシカゴ図書館の司書であっ

たが、理論の構築やその応用には独特の才能を

持っていた。 
  シェルドンは入会してすぐ「ロータリーの行動

には、思いやりの精神があり、人に対する思い

やりは、Service－奉仕の気持ちである。 
  したがって、ロータリーの根底には、奉仕の概

念が存在する。」と感じとり、そのように位置

付けた。 

  チェスもシカゴ６代目のクラブ会長を棒に振

って、ポール・ハリスの奉仕理念に賛同して苦

楽をともにすることになる。 
 ③ポール・ハリスの「奉仕の考え」とその「拡大」   

  に対する反目は、ついに第４代会長職を任期途

中で退任に追い込んだ。 
  シェルドンの宣伝拡大委員長も辞任の止むな

きに至り、会長には「親睦派」のハリー・ラグ

ルスが後を継ぐことになる。 
  ポール・ハリスも健康を損ね、鬱々の日々を送

ったが、初期シカゴ・クラブにおける「奉仕派」

と「親睦派」の争いは、かなり熾烈なものであ

ったことが想像される。 
 ④1908 年、サンフランシスコに新しいクラブが
創設されて以来、全米に 16 クラブが出来上が
った。 
  ここで、チェスはシカゴ・クラブから「奉仕理

念の推進」と「ロータリーの拡大業務」を切り

離せば、この騒動が終結すると判断したのが

1910年。その年８月に、全米 16クラブから代
表 60 人をシカゴに集め、ついに「全米ロータ
リー・クラブ連合会」を結成することに成功し、

さきの二つの仕事をシカゴ・クラブから移管し

た。 
 
 
親睦と奉仕の調和 
 ①「全米ロータリー・クラブ連合会」は、国際ロ 
ータリーの前身であるが、初代会長にポール・

ハリスが就任した。 
彼は 1907年以降、シカゴ・クラブ内で論争の
渦を巻き起こした「親睦」と「奉仕」について、

深く考えるところがあった。 
即ち、この両者は相容れない面を持っているか

らこそ長い間争われたのであろう。 
この論争を取り除くにはどうすればよいか、考

えられた結果、考え付いたのは、「寛容」の一

言に尽きることに思い至る。 
そこで、合理的ロータリアニズムという論説を

書き上げて、チェスに相談した。 
チェスは直ちに機関紙をつくってこれを掲載

することを思い付き、1911年 1月、現在のザ・
ロータリアン誌第 1号を発行した。 
   「神の思し召しにより、もし、私がいつの日

か、あるコロシアムの上にたって、一人ひ

とりの目をゆっくり見詰めながら一言し

ゃべることを許されるなら、私は、何の躊



躇もなく声高らかに「寛容」と呼ぶことで

しょう･････」 
   と名文は語り掛けている。 
   爾来ロータリは、「寛容」を事毎に説くが、

ポール・ハリスは、ここに思い至って、親睦

の歯車をまず回し、しかる後、その力を奉仕

の歯車に伝導せねばならないと考えたので

あろう。 
   前述のとおり「騒動は 1913年まで続いた」
と言っているが、親睦と奉仕の論争は、これ

をもって終息に向かい、ロータリーの最初の

危機を乗り超えた。 
 
 奉仕理念の集大成 
  ①初期のロータリーにあって、「奉仕」か「親

睦」かが論争された頃は、まだクラブ数も 10 
   数クラブ程度であり、その騒動も多数の会員

を抱えているとはいえ、１シカゴ・クラブ内

のことであった。 
   ところが、この度ロータリーに起こった「個

人奉仕」か「団体奉仕」、「理論」か「実践」

の論議は、500以上のクラブを巻き込んでロ
ータリーの本質に関わる危険極まる問題に

発展していった。 
   ポール・ハリスは、その著書で、当時を回想

し「･･････鬱血した空気を清掃･････」して

「･･ ･ ･ ･ ･相結抗する諸勢を協調させ

る･････」また「鬱血した空気を清掃･････」

して「･･･････あらゆる分裂の危険性を解

消･････」できないかと心を痛めたと述べた。 
  ②ついにロータリーは、この危機を脱すること

ができた。 
   それは、1923年 4月 18日から開催されたミ
ズリー州セントルイス大会に、テネシー州ナ

ッシュビル・クラブから提出された決議第34
号議案であった。 

   ポール・ハリスによると、「この決議は、一

方において、個々のクラブに対し、事業上の 

完全な自治を認めるとともに、他方において、

ひとつの行動がほかの行動を無視すべきこ

とでないことを厳に戒告した･････」と解説

している。 
③この決議 34号は、ロータリー活動の根本方 
新として、1923年以来、今日までロータリ 
アンを教え育んでくれた。 

    特に、日本のロータリーにあっては、「ロ

ータリーの般若心経」と称する人があるま

でに尊重されている。 
    決議文は、その後、数回補訂されたが、1907
年、ロータリーが原理探求の時代に入り、

度重なる試行錯誤を繰り返しつつ、ついに、

ここに 20 世紀最高の思考が纏められ、ロ
ータリーの理念－奉仕の哲学が完成した。 

    そうして、その前年、1922 年に現行形式
の標準クラブ定款が制定され、1927 年に
は推奨クラブ細則が出来上がったことで、

ロータリーは、一応、原理探求の時代を終

り、やがて、「奉仕の実践」の時代に入る

のである。 
 
 ３．決議２３－３４について 
    1923年 4月 18日～22日の間、ミズーリ
州セントルイスで行われた第 14 回国際大
会において、決議案第 34 号として、提案
採択されたものである。 

    当初の表題は「綱領に基ずつ諸活動に関す

るロータリーの方針」と付された。 
    1926 年、ロータリーの奉仕活動が４分類
されるに至って「社会奉仕活動に関する方

針」と改められ、社会奉仕の部門に掲載さ

れるようになった。 
    そこで、この決議が社会奉仕のみに関する

ものと考えられがちであるが、そうではな

くて原文の冒頭には、 
     「以下に掲げる諸原則は、ロータリー・

クラブおよびロータリアンの指針と

して、また、綱領に基ずく諸活動に対

するロータリーの方針を明確に表す

ものとして適切であり、また管理に役

立つものであると認め、これを採用す

るものである。」 
   とあって、あくまでロータリーの奉仕全体の 
指針である。 
その目的は、要するにロータリーの原理の世 
会では、前記のとおり種々な論争があったが、 
これら初期のロータリーのありとあらゆる

原理的な試行錯誤をうまくこの国際大会の

決議をもって一挙に解決しておくことであ 
った。 


